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　「2017 年度量子ビームサイエンスフェスタ，
　第 9 回 MLF シンポジウム , 第 35 回 PF シ
　ンポジウム」開催報告

PF シンポジウム実行委員会委員長
平野馨一（KEK 物構研）

MLF シンポジウム実行委員会委員長
佐野亜沙美（原子力機構 J-PARC センター）

　「2017年度量子ビームサイエンスフェスタ，第 9回MLF
シンポジウム，第 35回 PFシンポジウム」は，KEK物質
構造科学研究所（物構研），J-PARCセンター，総合科学研
究機構（CROSS），PF-UA，J-PARC MLF利用者懇談会が
主催となり，茨城県，つくば市，東海村の後援と 21の学
術団体の協賛のもと，3月 2日（金）から 4日（日）に水
戸市の茨城県立県民文化センターにて開催されました。一
昨年度より名称を「量子ビームサイエンスフェスタ」と変
更した本会は，放射光，中性子，ミュオン，低速陽電子な
ど多様な量子ビーム利用の推進とサイエンスの発展を目指
し，量子ビーム施設スタッフと利用ユーザーが一堂に会し，
異なるプローブの専門家が垣根を越えて交流できる出会い
の場として開かれました。今回は初の水戸開催で，しかも
年度末の多忙な時期だったにもかかわらず，ほぼ例年なみ
の 524名の方に参加頂き，それぞれの量子ビームの特長を
生かしたサイエンスや，異なる量子ビームの相補利用や複
合解析により創出される新たなサイエンスの展開など熱い
議論が行われました。
　初日には，第 9回 MLFシンポジウムおよび J-PARC 
MLF見学会が行われました。MLFシンポジウムでは斎藤
直人 J-PARCセンター長による開会挨拶に続いて，施設か
らの報告，MLFにおける新規技術・解析手法開発に関す
る講演，CROSS・MLFサイエンスグループからの報告が
ありました。またデンマーク工科大学の S. Schmidt氏によ
る特別講演では，中性子と放射光を用いた 3Dイメージン

グ手法の開発について紹介がなされました。初の試みとな
ったMLF見学会には，主に放射光を利用している研究者
など 30名の参加者があり，iBIX, SPICA, POLANOおよび
ミュオンの D-Lineのビームラインについて，装置担当者
からの説明を受けました。なお当日は偕楽園の梅も一気に
開花が進む陽気となりましたが，架線トラブルにより常磐
線が停止し，集合場所である東海駅への電車到着が遅れる
というトラブルが発生しました。スケジュールの変更を余
儀なくされたものの，最終的には予定通りビームラインを
見学していただくことができました。
　二日目の量子ビームサイエンスフェスタは，金谷利治 
MLFディビジョン長による開会挨拶から始まりました。
基調講演では，元大阪大学／パナソニックの高尾正敏氏と
東京大学／理化学研究所の有馬孝尚教授がそれぞれ「スモ
ールをメディアムへ束ねる場・大型研究施設」，「物質科学
者として量子ビームに何を期待しているか」と題して講演
を行いました。高尾氏からは，材料開発における安全性・
信頼性の確立に「学」の場としての大型施設が果たす役割
について，光ディスクに使用されている相変化メモリの開
発経験を交えての講演をいただきました。また有馬教授か
らは，近年注目されているマテリアルズ・インフォマティ
クスにおいては，より小さなものを高い選択性で検出する
観測の高度化が求められていること，そのためには量子ビ
ームの線源とセンサーの両方の進歩が必要であり，異なる
量子ビームに携わる研究者が一堂に会する今回のようなフ
ェスタを良い機会として活用すべきとのお話がありまし
た。続く来賓挨拶では，文部科学省の轟渉 素粒子・原子
核研究推進室長からご挨拶を賜り，続いて三浦幸俊 日本
原子力研究開発機構理事と山内正則 KEK機構長からご挨
拶がありました。その後，恒例の参加者全員での記念撮影
が行われました。
　午後にはポスターセッションとパラレルセッションが行
われました。2日間にわたったポスターセッションではさ
まざまな分野から 300件を超える発表があり，会場のあち
こちで熱い議論が交わされました。学生によるポスター発
表については PF-UA及び J-PARC MLF利用者懇談会によ
る審査が行われ，奨励賞として優秀な発表が 6件選出され
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図 2 基調講演を行う高尾正敏氏（元大阪大学／パナソニック）
（左）と有馬孝尚氏（東京大学／理化学研究所）

図 1　MLF見学会の様子
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図 4　記念写真

ました。パラレルセッションは，(A1)産業利用・材料科学，
(B1・B2)強相関，(C1)機能性物質の探索と物質科学， (A2)
自動化の後ろ側，(C2)量子ビームを支える先端計測技術，
また CMRCセッションとして物構研主催による (D1) 2017
ハイライト～各プロジェクトから，(D2)中性子・ミュオ
ンで調べる摩擦と潤滑の 8つの分野で実施されました。サ
イエンスフェスタでは，さまざまな量子ビームの相補利用
や複合解析による新しい研究展開の創出を推進するため，
パラレルセッションの構成も概ねサイエンスの分野をベー
スにテーマ分けされています。それぞれのセッションでさ
まざまなプローブを用いた研究発表が行われ，それぞれの
量子ビームの利用研究者がプローブ間の垣根を越えて議論
する場となりました。
　二日日のセッション終了後には，懇親会が開かれまし
た。物構研の瀬戸秀紀 副所長の開会挨拶により始まり，
文部科学省・量子研究推進室の西山崇志 室長よりご挨拶
を，また山田修 東海村村長より乾杯のご挨拶を頂きまし
た。懇親会中には学生奨励賞の授賞式が行われ，その中で
平井光博 PF-UA会長と久保謙哉 MLF利用者懇談会会長か
らお言葉を頂きました。昨年度に引き続き，審査委員の方々
のご尽力により，ポスター発表中に迅速に受賞者を決定し，
受賞者全員に授賞式に参加して頂くことが出来ました。審
査委員をお引き受け頂いた方々に感謝いたします。また，
昨年に倣って受賞者のポスターを懇親会場に掲示しました
が，発表とはまた違った雰囲気でのざっくばらんな議論が
盛り上がって良かったのではないかと思います。

　三日目の 3月 4日には，ポスターセッション・パート
IIの後，PFシンポジウムとMLF将来計画検討会がパラ
レルで開催されました。PFシンポジウムでは，平井光博 
PF-UA会長が，来年度から物構研執行部と PF-UA執行部
がそれぞれ新しく発足するが，今後も連携をとりながら進
んでいきたいと開会のあいさつをしました。続いて，小杉
信博 物構研次期所長が，物構研の 20年の歴史と将来像に
ついて，施設の維持管理だけでなく研究開発や新たな研究
者コミュニティーを育成していくことの重要性を述べまし
た。午後は PF-UA総会の後，光源・ビームライン・将来
計画 R&D 報告がなされ，最後に村上洋一 PF施設長から
閉会の挨拶がありました。
　量子ビームサイエンスフェスタは，物構研サイエンスフ
ェスタから数えて 6回目となります。今回は初の水戸開催
だったことから思わぬトラブルの発生等が危惧されました
が，大きな問題もなく無事終えることができて胸をなでお
ろしました。来年度のフェスタは 2019年 3月 11日（月）
～ 13日（水）頃につくば国際会議場で開催予定です。今
後の量子ビーム科学研究の発展のために本フェスタが益々
大きな役割を果たせるよう， PFスタッフ一同，MLF のス
タッフと共にこれからも頑張っていきますので，今後とも
よろしくお願いいたします。
　最後になりましたが，事前準備から当日まで長期にわた
り積極的に活動頂きました実行委員の方々，当日一生懸命
働いて下さったアルバイトの皆様，そして，いつもながら
事務手続きと当日の運営を円滑に進めて頂き，本フェスタ
を献身的に支えて下さいました事務局の皆様に深く御礼申
し上げます。

図 3　パラレルセッションでの様子

図 6　PFシンポの会場の様子

図 5 PFシンポでの小杉信博次期物構研所長（左）と平井光博
PF-UA会長（当時）
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できた。二日目のポスターセッションでは学生対象のポス
ター賞の審査があり，筆者も参加した。筆者の発表では，
短い時間に様々な角度から貴重な意見を頂いた時間となっ
た。ポスター賞は二日目の懇親会に発表があり，受賞者は
数時間後には発表され，多くの関係者を前に表彰された。
このような評価の機会は，筆者を含む学生にとって成長の
機会にもなるので，今後も是非続けて頂きたいと感じてい
る。 　
　サイエンスフェスタを通して，異なる光源，試料であっ
たとしても，各分野の研究は総じて物質のミクロな構造や
振る舞いを評価しているように感じた。光子，陽電子，中
性子，ミュオンのそれぞれの相互作用から，多岐に渡る内
容が展開されていることは非常に興味深いことである。筆
者は現在タンパク質の結晶構造解析に取り組んでいるが，
他分野のユーザーの方と，結晶作製法，解析法の原理など
議論になることもある。散乱理論の応用においても，単結
晶や粉末での回折パターンの違いによる解析法の違いや，
入射Ｘ線に励起された試料の励起電子と他の原子との干渉
による振動構造の解析など，同じ光源に対して試料に適し
たアプローチをとっている。ビームと試料の衝突現象を辿
ることで見えてくるミクロの世界は，実感をしにくい現象
の集合であるが，そのミクロの世界がマクロの現象の理解
に繋がった瞬間の喜びを改めて感じることができた。最後
に，執筆の機会を頂いた編集委員の方々に感謝申し上げま
す。

　2017 年度量子ビームサイエンスフェスタ
　に参加して

総合研究大学院大学高エネルギー科学研究科
降旗大岳

　2017年度は水戸で 3月 2日（金）から 3日間開催され
た。3日共に天気が良く，偕楽園の梅祭りが会場近くで開
催されており，日中の暖かさから春の訪れを感じる中での
サイエンスフェスタとなった。初日にMLFシンポジウム・
PF-UAユーザーグループミーティング，2日目に量子ビー
ムサイエンスフェスタ， 3日目に PF シンポジウム・MLF
将来計画検討会が実施された。普段顔を合わせる方々や，
久しぶりの方々も含め， 多くの方が集まったのではないか
と感じられた。筆者は全日程に参加し，ポスターセッショ
ンでは発表も行った。 　
　今回は水戸で初めての開催となり，東京からは電車で水
戸駅まで，つくばからは車やバス・電車で来られた方が多
かった。水戸駅からは南側に出て，川沿いを千波湖方向へ
歩いていくと，15分程度で県民文化センターの正面へ向
かう斜面が見えてくる。県民文化センターから千波湖の対
岸側には偕楽園が見え，お昼頃になると多くの方々が湖の
周りを歩いている姿が見られた。 　
　会場は本館，分館で，本館は中庭を三方から囲う構造を
しており，正面の中庭への階段を上がって，右手側には大
ホールが，左手側には集会室，一般展示室，小ホールがあ
る。大ホールは 1700人の収容規模があり，講演の音声は
ホール前の受付エリアにも流れていた。初日のMLFのシ
ンポジウムではミュオン・中性子を利用した新規の解析法
などが講演され，最終日は中間子科学として世界の情勢も
含めて，今後の将来計画が検討され，放射光を使う筆者が
普段接することがない内容を聞くことが出来た。
　PF シンポジウムは最終日の午前に行われた。昨年，新
たに約 180 mの地下トンネルを作って，電子陽電子入射器
（LINAC）から PF-ARリングに 6.5 GeVの電子ビームを入
射可能になり，加速の手間が短縮された。PF リングは利
用開始から 35 年が経過するものの，PF-AR などを含める
と約 50本のビームラインで 3,000名を超えるユーザーが
利用している。しかしながら，経費や電気単価の値上がり
で加速器運転時間が減少しており，自動測定によるビーム
タイムの効率的利用，産業利用促進などを取り入れること
でユーザー実験時間を確保することが報告された。また，
PF・PF-ARの後継機となる次世代高輝度光源リングに向
けた，現状の研究開発として，光学系設計，振動・熱負荷
対策，ビーム制御，真空技術などの検討状況が紹介された。 
　ポスターセッションでは，ミュオンによる二酸化炭素，
水，硫化水素の 2 電子励起状態や生成断面積の比較，中性
子・Ｘ線を用いた遷移金属酸化物の磁性や電子構造の研究，
XAFSによる触媒や相転移制御の評価，小角散乱による高
分子のダイナミクスの観察，検出器や光学機器の開発など，
PF と MLFに関わる全分野から興味深い発表を聞くことが

図 1　ポスターセッションでの様子


